
九
九

小
松
市
立
図
書
館
所
蔵
『
天
保
十
五
甲
辰
年
よ
り
自
他
句
集
』
に
つ
い
て
（
綿
抜
）

小
松
市
立
図
書
館
所
蔵『
天
保
十
五
甲
辰
年
よ
り
自
他
句
集
』に
つ
い
て

綿
　
　
抜
　
　
豊
　
　
昭

は
じ
め
に

江
戸
時
代
後
期
、
天
保
期
の
俳
諧
に
つ
い
て
は
、
正
岡
子
規
が
「
天
保
調
は
の
ろ
ま
が
袴
を
横
に
穿
ち
て
祭
礼
の
銭
集
め
に
廻
る
が
如

し
」（『
俳
諧
大
要
』）
と
批
判
的
に
述
べ
、
夏
目
漱
石
は
、『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
で
「
其
紐
の
色
は
、
ち
と
天
保
調
だ
な
」
と
、
新
し
み

が
な
い
と
い
う
意
で
「
天
保
調
」
を
用
い
て
い
る
。
今
日
に
お
い
て
も
、「
文
芸
と
し
て
す
ぐ
れ
た
作
品
で
あ
る
」
と
い
っ
た
評
価
の
も

と
で
積
極
的
に
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
天
保
時
代
の
代
表
的
俳
人
と
し
て
「
天
保
三
大
家
」（
田
川
鳳

朗
・
成
田
蒼
虬
・
桜
井
梅
室
）
が
い
る
。
山
下
一
海
氏
は
、
こ
の
三
人
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
（『
俳
句
の
歴
史
』

一
九
九
九
年
、
朝
日
新
聞
社
、
一
一
四
頁
）。

い
ず
れ
も
長
寿
に
め
ぐ
ま
れ
、
俳
壇
の
長
老
と
し
て
尊
敬
さ
れ
た
。
彼
ら
の
作
品
に
は
、
強
烈
な
主
張
や
高
踏
的
な
詩
趣
は
見
ら
れ

な
い
に
し
て
も
、
洗
練
さ
れ
た
感
覚
に
よ
っ
て
、
誰
に
で
も
わ
か
り
や
す
い
詩
情
を
描
き
出
し
、
俳
諧
の
楽
し
み
を
広
く
人
々
に
教



一
〇
〇

え
た
。

山
下
氏
の
評
価
は
首
肯
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
天
保
期
の
代
表
的
俳
人
の
詠
句
が
「
強
烈
な
主
張
や
高
踏
的
な
詩
趣
」
が
乏
し

い
と
す
れ
ば
、
そ
の
弟
子
た
ち
の
詠
句
も
推
し
て
は
か
ら
れ
よ
う
。

し
か
し
、「
誰
に
で
も
わ
か
り
や
す
い
詩
情
を
描
き
出
し
、
俳
諧
の
楽
し
み
を
広
く
人
々
に
教
え
た
」
こ
と
は
、
結
果
と
し
て
、
多
く

の
人
た
ち
に
共
通
す
る
「
風
雅
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
し
た
こ
と
を
意
味
し
、
文
化
史
上
に
お
い
て
は
、
も
っ
と
注
目
さ
れ
て
よ
い
と
考

え
る
。

桜
井
武
次
郎
氏
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
（『
俳
文
学
大
辞
典　

普
及
版
』
二
〇
〇
八
年
、
角
川
学
芸
出
版
、「
天
保
俳
諧
」

の
項
）。天

保
期
（
一
八
三
〇
～
四
四
）
か
ら
幕
末
ま
で
の
俳
諧
。
直
前
の
化
政
俳
諧
を
受
け
、
さ
ら
に
大
衆
化
が
進
ん
だ
時
代
で
、
正
岡
子

規
が
「
月
並
調
」
と
批
判
し
た
の
も
こ
の
時
代
に
あ
た
る
。
俳
諧
人
口
が
増
し
、
各
地
俳
家
の
交
流
も
一
層
活
発
化
し
た
中
で
、
素

人
俳
家
の
俳
諧
は
趣
味
化
し
遊
戯
化
し
て
い
っ
た
。
文
化
～
文
政
期
（
一
八
〇
四
～
三
〇
）
か
ら
流
行
し
だ
し
た
月
次
句
合
が
全
国

に
広
が
り
、
軌
を
一
に
し
て
刷
物
の
愛
好
者
も
増
え
、
こ
れ
ら
は
明
治
・
大
正
を
経
て
昭
和
ま
で
人
々
の
心
を
つ
か
ん
だ
。

少
な
か
ら
ず
現
存
す
る
月
次
句
集
、
俳
諧
一
枚
刷
の
多
く
が
、
天
保
期
の
俳
諧
の
所
産
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
作
品
そ
の
も
の
は
「
芸
術
」

と
し
て
評
価
し
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
多
く
の
「
素
人
俳
家
」
が
心
つ
か
ま
れ
て
「
能
動
的
」
に
生
み
出
し
た
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
は
、
い
わ
ば
江
戸
の
「
大
衆
文
化
」
と
し
て
文
化
史
上
看
過
し
て
は
な
る
ま
い
。

先
に
あ
げ
た
「
天
保
三
大
家
」
の
う
ち
成
田
蒼
虬
と
桜
井
梅
室
は
加
賀
国
金
沢
の
出
身
で
あ
り
、
二
人
と
も
京
都
を
中
心
に
活
動
す
る

よ
う
に
な
っ
て
も
、
金
沢
を
訪
れ
、
加
賀
国
の
人
々
と
縁
が
切
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
小
松
の
人
も
例
外
で
は
な
く
、
二
人
の
指
導
を

受
け
る
者
が
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
天
保
期
の
、
小
松
地
方
の
俳
諧
に
つ
い
て
は
、
資
料
の
整
理
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
研
究
が
進
ん



一
〇
一

小
松
市
立
図
書
館
所
蔵
『
天
保
十
五
甲
辰
年
よ
り
自
他
句
集
』
に
つ
い
て
（
綿
抜
）

で
い
る
と
は
言
い
が
た
い
（
（
（

。

か
つ
て
、
拙
著
『
松
尾
芭
蕉
と
そ
の
門
流
─
加
賀
小
松
の
場
合
』（
二
〇
〇
八
年
、
筑
波
大
学
出
版
会
）
に
お
い
て
、
小
松
市
立
図
書

館
所
蔵
『
天
保
十
五
甲
辰
年
よ
り
自
他
句
集
』（
整
理
番
号W

911.3/Ji

）
に
つ
い
て
紹
介
し
、
そ
の
編
者
に
つ
い
て
は
、
確
実
な
と
こ

ろ
は
不
明
だ
が
「
自
石
」
で
は
な
い
か
と
し
た
。
拙
著
刊
行
後
、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
所
蔵
『
加
越
能
俳
友
録
』
の
調
査

の
機
会
を
得
、
そ
の
「
埴
田
（
は
ね
だ
）」
の
箇
所
に
、
子
用
（
田
中
三
郎
右
衛
門
）、
孤
用
（
同
半
助
）、
む
ら
女
（
三
郎
右
衛
門
妻
）、

自
石
（
次
郎
助
）、
玻
石
（
次
郎
八
）
と
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
（
（
（

。
い
ず
れ
も
『
天
保
十
五
甲
辰
年
よ
り
自
他
句
集
』
に
し
ば
し
ば
そ
の

名
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
山
前
圭
佑
氏
よ
り
「
田
中
家
」
が
十
村
役
で
あ
っ
た
こ
と
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
す
な
わ
ち
『
天
保
十
五
甲
辰

年
よ
り
自
他
句
集
』
は
自
石
の
手
に
拠
る
十
村
役
田
中
家
の
俳
録
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
表
紙
の
裏
打
ち
に
用
い
ら
れ
た
反
故
紙
に

宗
門
御
改
帳

　
　
　
　
　
　
　

十
村
烈
埴
田
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
郎
［
以
下
欠
］

と
あ
り
、「
三
郎
」
は
「
田
中
三
郎
右
衛
門
」
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
句
集
が
田
中
家
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
傍
証

と
な
り
え
よ
う
。

『
天
保
十
五
甲
辰
年
よ
り
自
他
句
集
』
は
、
天
保
期
の
加
賀
地
方
俳
諧
資
料
と
し
て
重
要
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
あ
ら
た
め
て
天
保
十

五
年
の
一
年
間
の
内
容
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
俳
事
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

一　

天
保
十
五
年　

春
の
部

『
天
保
十
五
甲
辰
年
よ
り
自
他
句
集
』
の
冒
頭
は
以
下
の
ご
と
く
あ
る
。



一
〇
二

春
興　

梅
か
香
の
盛
り
足
す
や
う
や
日
の
光

　
　
　
　
　

南
圃
子
賀

　
　
　

千
代
の
香
を
配
り
ぬ
梅
の
影
高
し

　
　
　
　
　

亦
笹
広
子
へ
座
興

　
　
　

春
の
日
の
恵
み
を
ま
つ
の
う
ち
か
ら
も

　
　
　

ひ
か
り
ゆ
た
け
き
う
く
ひ
す
の
声

こ
こ
で
の
「
春
興
」
は
、
元
旦
に
詠
ま
れ
る
祝
賀
の
詠
句
の
意
で
あ
ろ
う
。
俳
事
が
、
い
わ
ゆ
る
「
歳
旦
」
か
ら
は
じ
ま
る
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
本
人
だ
け
で
な
く
、
俳
友
と
や
り
と
り
も
な
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

柳
壺
評　
　
　
　

鶯
を
も
ら
ひ
聞
す
る
隣
り
か
な　
　
　
　
　

加
入

魚
角
摺
／
加
入　

そ
よ
く
の
を
見
か
ね
て
居
る
や
か
ゝ
り
凧

年
頭
に
版
行
さ
れ
る
「
歳
旦
帖
」
に
採
録
さ
れ
た
詠
句
を
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
柳
壺
」
は
大
河
良
一
『
加
能
俳
諧
史
』（
一
九

七
四
年
、
清
文
堂
書
店
、
四
七
四
頁
）
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

金
沢
森
下
町
住
越
前
屋
六
兵
衛
、
ま
た
吉
左
衛
門
で
維
新
後
は
宇
野
緑
郎
と
い
う
た
。
守
泉
堂
、
六
陽
軒
、
圃
辛
亭
と
号
し
明
治
七

年
九
月
一
日
享
年
六
十
で
死
去
、
六
陽
軒
観
月
宗
延
居
士
、
金
沢
の
光
覚
寺
に
葬
ら
れ
た
。

次
は
、
は
じ
め
に
「
大
夢
月
次
撰
之
内
」
と
あ
り
、
続
い
て



一
〇
三

小
松
市
立
図
書
館
所
蔵
『
天
保
十
五
甲
辰
年
よ
り
自
他
句
集
』
に
つ
い
て
（
綿
抜
）

蝶　
　

ち
り
埃
り
う
け
ぬ
柳
の
う
ね
り
哉　
　
　

孤
用

〃　
　

家
ひ
と
つ
根
に
か
ゝ
ま
れ
る
柳
か
な

と
あ
り
、
以
下
、
十
三
句
が
記
さ
れ
る
。
大
夢
は
、『
俳
文
学
大
辞
典　

普
及
版
』（
二
〇
〇
八
年
、
角
川
学
芸
出
版
、「
大
夢
」
の
項

（
山
根
公
氏
執
筆
））
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

大
夢　

た
い
む　

俳
諧
作
者
。
寛
政
六
（
一
七
九
四
）
～
明
治
七
（
一
八
七
四
）・
二
・
一
七
、
八
一
歳
。
本
名
、
直
山
宗
四
郎
。

別
号
、
二
世
南
無
庵
・
六
世
槐
庵
・
忘
庵
。
法
名
大
夢
居
士
。
加
賀
国
金
沢
の
人
。
加
賀
藩
御
算
用
場
の
武
人
。
梅
室
門
。
編
著

『
能
登
め
ぐ
り
』『
東
遊
日
記
』『
塵
袋
』
ほ
か
。

「
二
世
南
無
庵
」
は
蒼
虬
か
ら
、「
六
世
槐
庵
」
は
大
常
か
ら
、「
忘
庵
」
は
梅
室
か
ら
受
け
継
い
だ
庵
号
で
、
天
保
十
五
年
は
六
十
一
歳

で
あ
る
（
（
（

。

さ
て
「
大
夢
月
次
撰
之
内
」
の
内
訳
は
、「
孤
用
」
一
句
、
作
者
名
無
記
九
句
、「
玻
石
」
二
句
、「
村
女
」
二
句
、「
子
用
」
一
句
で
あ

る
。
句
か
ら
推
測
す
る
に
、
句
題
は
「
柳
」「
鶯
」「
藪
入
り
」「
凧
」「
霞
」
で
あ
り
、
大
夢
の
「
月
次
」
は
一
月
に
催
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
句
の
上
に
あ
る
「
蝶
」
は
大
夢
の
「
点
印
」
を
文
字
で
あ
ら
わ
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
他
に
文
字
化
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

も
の
に
「
重
蝶
」「
二
丸
」
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
何
点
を
意
味
す
る
か
不
明
だ
が
、「
重
蝶
」「
蝶
」「
二
丸
」
の
順
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
ず
各
自
の
詠
句
を
題
ご
と
に
ま
と
め
、
次
に
そ
れ
を
無
記
名
で
冊
子
に
記
し
、
そ
の
冊
子
を
大
夢
に
送
り
、
大
夢
は
、
点
を
付

し
て
返
却
し
、
点
の
付
い
た
も
の
だ
け
が
記
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。

天
保
十
五
年
の
春
の
詠
句
で
「
月
次
」
と
あ
る
の
は
右
の
も
の
だ
け
で
あ
る
。
宗
匠
が
、
送
ら
れ
た
も
の
に
ま
っ
た
く
点
を
付
け
ず
に

返
送
す
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の
事
情
で
、
二
月
、
三
月
の
「
月
次
」
は
な
か
っ
た
か
。
た
だ
し
、『
天
保

十
五
甲
辰
年
よ
り
自
他
句
集
』
の
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
の
冒
頭
に
以
下
の
ご
と
く
あ
る
。



一
〇
四

こ
と
し
二
三
吟
歳
旦
を
し
て
柳
壺
ぬ
し
／
大
夢
主
へ
音
信
と
い
へ
と
そ
の
返
点
も
／
見
失
な
ひ
句
の
覚
も
な
け
れ
は
記
し
か
ね
る

と
あ
り
、
天
保
十
五
年
二
月
、
三
月
の
「
月
次
」
も
、
嘉
永
二
年
の
「
月
次
」
と
同
様
に
句
控
え
等
を
亡
失
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

次
は
、
は
じ
め
に
「
柳
壺
評
通
題
」
と
あ
り
、
続
い
て

蝶　
　

灯
を
消
さ
す
桜
の
あ
か
り
か
な　
　

孤
用

〃　
　

舟
か
ら
も
山
か
ら
も
見
る
桜
哉　
　

玻
石

と
あ
り
、
以
下
七
句
が
記
さ
れ
、
そ
の
内
訳
は
「
孤
用
」
二
句
、「
玻
石
」
一
句
、「
村
女
」
二
句
、「
自
」
一
句
、
作
者
名
無
記
三
句
で

あ
る
。
句
か
ら
推
測
す
る
に
、
通
題
は
「
桜
」
で
あ
る
。
大
夢
だ
け
で
は
な
く
、
柳
壺
に
も
指
導
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

次
か
ら
「
天
遊
文
音
」（
四
句
）、「
柳
壺
文
音
」（
五
句
─
う
ち
「
亦
」
二
句
）、「
里
魴
文
音
」（
六
句
─
う
ち
「
夏
試
」
三
句
）、「
魚

角
文
音
」（
二
句
）、「
応
叟
文
音
」（
三
句
）、「
松
坡
文
音
」（
六
句
─
う
ち
「
夏
試
」
二
句
）、「
直
山
文
音
」（
二
句
）、「
南
渓
文
音
大
夢

評
」（
三
句
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。
俳
人
の
間
で
は
詠
句
が
書
状
で
取
り
交
わ
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
加
賀
地
方
に
お
い
て
も
そ
れ
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

次
は
「
柳
壺
評
大
夢
抜
翠
重
蝶
上
丁
摺
加
入
」
と
あ
る
。
二
十
四
句
が
記
さ
れ
、
内
容
か
ら
題
は
「
雑
煮
」（
六
句
）、「
万
歳
」（
三

句
）、「
柳
」（
三
句
）、「
春
の
月
」（
三
句
）、「
蛙
」（
九
句
）
で
あ
る
。
頭
書
に
「
丁
摺
入
」
と
あ
る
句
が
三
句
、「
二
丸
」
と
あ
る
の
が

六
句
で
あ
る
。
題
馬
（
二
句
）、
清
水
（
一
句
）、
郁
辛
（
一
句
）、
玻
石
（
三
句
）、
孤
用
（
五
句
）、
由
之
（
一
句
）、
鷹
女
（
一
句
）、

子
用
（
一
句
）
の
名
が
み
ら
れ
、
無
記
名
が
九
句
あ
る
。
参
考
ま
で
に
「
雑
煮
」
の
句
を
あ
げ
る
。

　
　
　
　

山
か
を
く
斧
も
か
さ
り
て
雑
煮
か
な　
　
　

題
馬

　
　
　
　

代
参
り
伊
勢
て
雑
煮
を
い
わ
ゐ
け
り　
　
　

清
水



一
〇
五

小
松
市
立
図
書
館
所
蔵
『
天
保
十
五
甲
辰
年
よ
り
自
他
句
集
』
に
つ
い
て
（
綿
抜
）

丁
摺
入　

一
文
字
に
膳
並
へ
た
る
雑
煮
か
な　
　
　
　

郁
辛

　
　
　
　

も
の
云
は
ぬ
子
に
会
釈
す
る
雑
煮
哉　
　
　

玻
石

　
　
　
　

強
ら
れ
て
居
る
や
雑
煮
の
後
れ
膳

二
丸　
　

下
部
等
も
あ
く
ら
に
居
ら
す
雑
煮
哉

な
お
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
に
以
下
の
ご
と
く
あ
る
。

寺
井
連
ニ
て
秋
摺
被
催
と
て
柳
壺
の
撰
を
乞
ひ
二
吟
蝶
之
分
記
南
圃
公
へ
洩
す

加
賀
国
の
中
の
各
地
で
俳
諧
の
摺
物
が
な
さ
れ
、
交
流
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

次
に
「
柳
壺
文
音
梅
室
老
人
作
」
と
し
て
五
句
が
記
さ
れ
る
（
（
（

。
梅
室
よ
り
柳
壺
の
も
と
に
送
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
句
が
、
さ
ら

に
自
石
に
知
ら
さ
れ
る
の
は
、
梅
室
→
柳
壺
→
田
中
家
俳
人
と
い
う
階
層
構
造
の
師
弟
関
係
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

次
か
ら
「
湖
山
文
音
」（
二
句
）、「
松
坡
文
音
」（
二
句
）、「
梅
室
作
」（
二
句
）、「
諷
外
作
」（
二
句
）、「
南
圃
作
」（
二
句
）
が
記
さ

れ
る
。
そ
の
後
に
「
右
春
終
」
と
あ
る
が
、「
春
」
の
部
は
ま
だ
続
き
、「（
虫
損
）
他
摺
之
写
」
と
し
て
、
杜
鷲
、
木
客
、
卓
丈
、
黄

年
、
大
夢
、
年
風
の
句
が
一
句
ず
つ
記
さ
れ
る
。

そ
の
次
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

初
春
の
頃
摺
等
被
催
と
て
狂
歌
を
よ
と
あ
る
に

万
歳
の
齢
ひ
を
延
る
こ
ゝ
ち
せ
む
鞁
よ
く
ち
に
む
す
ふ
は
つ
ゆ
め　
　
　
　
　

加
入

は
つ
は
る
の
く
も
ら
ぬ
御
代
の
望
め
し
に
や
老
せ
ぬ
と
し
を
ま
す
か
ゝ
み
餅　

加
入

　
　

子
の
日
に
雪
の
降
し
を
酒
興
に
雪
の
小
松
を
よ
め
と
あ
る
し
に



一
〇
六

小
松
さ
へ
雪
の
白
髪
を
い
た
ゝ
き
て
引
も
根
つ
よ
き
よ
は
ひ
と
そ
し
る

自
石
は
、
俳
諧
だ
け
で
な
く
狂
歌
も
嗜
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
後
に
「
義
仲
寺
文
音
の
よ
し
里
魴
ゟ
洩
」（
四
句
）
と
あ

り
、
次
か
ら
夏
の
部
と
あ
る
。

二　

天
保
十
五
年　

夏
の
部

夏
の
部
は
「
梅
室
老
人
作
」（
二
句
）
で
は
じ
ま
り
、「
柳
壺
文
音
」（
三
句
）、「
里
魴
文
音
」（
九
句
）、「
酢
山
作
」（
二
句
）
と
続

く
。
次
に
「
試　

五
吟
之
内
へ
三
吟
柳
壺
月
次
へ
加
交
」
と
あ
り
、
次
の
五
句
が
記
さ
れ
る
。

し
つ
ま
り
て
聞
延
し
け
り
ほ
と
ゝ
き
す　
　
　

ヽ

雲
間
よ
り
見
透
さ
れ
た
り
時
鳥

昇
る
日
に
影
幾
重
な
る
若
葉
哉　
　
　
　
　
　

ヽ

降
込
た
雨
を
そ
も
つ
や
若
葉
陰

戸
し
ま
り
も
ゆ
る
み
さ
く
也
鳴
水
鶏　
　
　
　

ヽ

前
書
の
「
五
吟
」
と
は
右
の
五
句
で
、「
三
吟
」
と
は
句
の
下
に
「
ヽ
」
が
付
さ
れ
た
三
句
で
、
こ
の
三
句
が
柳
壺
の
月
次
会
に
出
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
時
鳥
」「
若
葉
」「
水
鶏
」
が
季
題
で
あ
ろ
う
。
こ
の
後
に
「
南
圃
子
作
」（
三
句
）、「
梅
室
老
人
作
」（
一
句
）、

「
柳
壺
文
音
」（
二
句
）
が
あ
り
、
そ
の
後
に
「
柳
壺
撰
卯
月
々
並
」（
七
句
─
子
用
二
句
、
自
石
二
句
、
孤
用
二
句
、
村
一
句
）
が
記
さ

れ
る
。
七
句
の
う
ち
一
句
に
「
時
鳥
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
先
の
三
句
も
こ
の
月
次
に
出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ

し
、
こ
の
七
句
に
先
の
三
句
は
み
ら
れ
な
い
。
柳
壺
が
点
を
付
け
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。



一
〇
七

小
松
市
立
図
書
館
所
蔵
『
天
保
十
五
甲
辰
年
よ
り
自
他
句
集
』
に
つ
い
て
（
綿
抜
）

続
い
て
「
応
叟
文
音
」（
三
句
）、「
柳
壺
文
音
秋
試
」（
三
句
）、「
秋
試
」（
三
句
）、「
柳
壺
文
音
」（
二
句
）、「
応
叟
文
音
」（
三
句
）

が
あ
り
、「
雨
月
葉
月
分
月
並
」
が
十
六
句
記
さ
れ
る
。
は
じ
め
の
三
句
は

蝶
印　

手
に
お
け
は
柳
は
這
ふ
て
飛
蛍　
　
　
　
　

寺
井

　
　
　

宿
り
木
も
ふ
と
り
盛
り
や
五
月
雨　
　
　
　

子
用

　
　
　

干
魚
の
塩
の
も
と
る
や
五
月
雨　
　
　
　
　

孤
用

で
あ
り
、
終
わ
り
の
三
句
は

重
蝶　

や
ゝ
雨
に
濡
れ
ぬ
声
な
り
森
の
蝉　
　
小（
城
）愛
暁

〃　
　

橋
下
た
の
闇
に
あ
つ
ま
る
ほ
た
る
か
な　
　

菊
葉

珍
重　

す
き
〳
〵
と
竹
の
ぬ
れ
葉
や
夏
の
月　
　
　

自
石

と
あ
る
。
季
語
か
ら
し
て
い
ず
れ
も
夏
の
句
で
あ
る
か
ら
、「
雨
月
」
は
「
五
月
雨
の
月
」
の
意
で
五
月
で
あ
ろ
う
。「
葉
月
」
は
、
現
在

「
八
月
」
と
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
六
月
」
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。「
葉
月
」
の
名
称
由
来
の
一
つ
に
「
葉
が
落
ち
る
月
」
と
い
う
説

が
あ
る
が
、
そ
れ
に
な
ら
え
ば
「
葉
が
茂
る
月
」
の
意
で
用
い
た
か
。
五
月
、
六
月
の
月
次
会
が
、
別
々
に
行
わ
れ
た
の
か
、
あ
わ
せ
て

行
わ
れ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
春
と
異
な
り
、
形
式
的
に
は
夏
は
毎
月
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

三　

天
保
十
五
年　

秋
の
部

先
の
「
雨
月
葉
月
分
月
並
」
の
次
に
「
柳
壺
文
音
」（
四
句
）、「
梅
室
老
人
」（
三
句
）、「
南
圃
公
文
音
聞
」（
一
句
）
が
あ
る
。「
柳
壺



一
〇
八

文
音
」
に
は
月
見
の
句
が
あ
り
、「
梅
室
老
人
」
に
は

木
犀
に
鼻
さ
し
つ
け
て
高
む
し
ろ

の
句
が
あ
る
。「
秋
の
部
」
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
か
ら
秋
の
部
と
考
え
ら
れ
る
。

続
い
て
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

甲
辰
十
日
は
大
夢
草
鞋
を
と
ゝ
め
夜
す
か
ら
か
た
れ
る
う
ち
に

　
　
　
　
　
　

つ
か
の
間
も
遊
ひ
往
な
り
秋
の
蝶　
　
　
　

辛
亭

　
　
　
　
　
　
　

萩
も
岑
も
ま
ね
く
野
ゝ
い
ろ　
　
　
　
　

大
含
御
講
師
（
（
（

　
　
　
　
　
　

と
の
山
へ
登
ろ
か
知
ら
す
月
ま
ち
て　
　
　

梅
室

　
　
　
　
　
　
　
　

亦

待
花　
　
　
　

ま
つ
こ
と
の
多
か
る
中
に
花
と
い
へ
は　
　

御
講
師

　
　
　
　
　
　

夢
に
も
い
そ
く
み
よ
し
の
ゝ
山

　
　
　
　
　
　
　
　

亦

加
賀
の
国　
　

た
ち
い
て
ゝ
け
ふ
た
ち
む
か
ふ
立
山
の　
　

仝

よ
り
越
中
へ　

雲
の
重
る
た
ひ
の
こ
ろ
も
ゝ

移
り
て

富
山
に
て　
　

け
ふ
と
い
へ
は
旅
に
し
あ
れ
と
手
折
つ
　ゝ

仝

重
陽　
　
　
　

霜
の
あ
し
た
の
し
ら
き
く
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　

横
山
公
別
荘
に
て



一
〇
九

小
松
市
立
図
書
館
所
蔵
『
天
保
十
五
甲
辰
年
よ
り
自
他
句
集
』
に
つ
い
て
（
綿
抜
）

　
　
　
　
　
　

も
み
ち
す
る
千
し
ほ
は
さ
そ
な
時
雨　
　
　

仝

　
　
　
　
　
　

せ
ぬ
青
葉
に
お
も
ふ
楓
い
く
本

　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
し
処
に
て
虹
の
た
ち
け
る
に

　
　
　
　
　
　

虹
添
て
見
わ
た
し
に
け
り
薄
紅
葉　
　
　
　

仝

　
　
　
　
　
　
　
　

覚
如
上
人
御
高
吟

　
　
　
　
　
　
　

南
無
阿
弥
陀
仏
力
な
ら
ぬ
法
そ
な
き

　
　
　
　
　
　
　

そ
も
つ
心
も
我
と
お
と
ら
す

　
　
　
　
　
　

�

君
を
お
も
ふ
は
我
を
お
も
ふ
な
り
／
善
知
識
の
仰
に
し
た
か
ひ
信
心
を
／
取
て
極
楽
へ
ま
い
る
へ
き
も
の
也
／
信
決

山
々
の
人
は
仏
法
に
身
を
軽
く
／
持
へ
し
仏
法
の
御
恩
を
は
重
く
／
敬
ふ
へ
し
／

　
　
　
　
　
　
　

右
大
含
御
講
師
の
御
噺
ニ
付
写
し
な
し
ぬ
と
大
夢
宗
匠
記
参
候

右
か
ら
、
大
夢
が
田
中
家
に
宿
泊
し
て
俳
話
な
ど
し
て
興
じ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

次
に
柳
壺
四
句
、
里
魴
三
句
が
あ
る
。
柳
壺
の
句
に

し
く
る
ゝ
と
故
羅
蔔
（
（
（

に
ゆ
る
香
の
味
さ

と
「
時
雨
」
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
里
魴
の
句
に

名
に
た
て
ゝ
さ
か
し
く
し
た
り
か
え
り
花

と
「
か
え
り
花
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
か
ら
「
冬
の
部
」
と
考
え
ら
れ
る
。



一
一
〇

次
に
半
歌
仙
が
記
さ
れ
る
。
前
書
、
発
句
・
脇
句
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

子
用
君
の
家
に
草
鞋
を
と
く

富
の
冬
た
は
ゝ
に
残
る
紅
葉
か
な　
　
　

大
夢

　

榾
の
け
ふ
り
を
透
す
高
窓　
　
　
　
　

子
用

連
衆
は
他
に
、
松
坡
、
五
松
、
玻
石
、
孤
用
、
自
石
、
む
ら
、
で
あ
る
。「
文
音
」
で
は
発
句
が
送
ら
れ
た
が
、
そ
れ
な
り
に
詠
句
能
力

の
あ
る
者
が
集
ま
れ
ば
、
連
句
も
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
「
俳
諧
余
興
探
題
」
と
し
て
、
五
松
、
玻
石
、
松
坡
、
孤
用
、
子
用
、
大
夢
、
自
石
、
む
ら
の
句
が
計
二
十
九
句
記
さ
れ
る
。
は

じ
め
の
八
句
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

濡
て
ひ
く
日
や
我
畑
我
大
根　
　
　

五
松

麦
蒔
や
山
を
隔
て
ゝ
人
の
声　
　
　

玻
石

水
鳥
や
風
も
厭
は
ぬ
流
ふ
り　
　
　

松
坡

落
葉
し
て
又
月
を
見
る
小
窓
哉　
　

孤
用

榾
火
た
く
火
箸
の
隙
や
灰
せ
ゝ
り　

子
用

松
風
の
な
く
て
は
さ
ひ
し
河
豚
汁　

大
夢

炉
開
に
一
朝
掃
除
お
し
へ
け
り　
　

自
石

松
風
も
よ
そ
に
聞
な
り
納
豆
汁　
　

む
ら

「
大
根
」「
麦
蒔
き
」
な
ど
か
ら
、「
冬
」
の
句
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に



一
一
一

小
松
市
立
図
書
館
所
蔵
『
天
保
十
五
甲
辰
年
よ
り
自
他
句
集
』
に
つ
い
て
（
綿
抜
）

摺
加
入　

飯
の
間
も
眼
配
り
せ
わ
し
鳴
子
曳　

自

と
あ
り
、
こ
れ
は
「
鳴
子
ひ
き
」
で
あ
る
か
ら
「
秋
」
の
句
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
次
に
「
初
秋
柳
壺
月
並
抜
翠
」
と
し
て
孤
用
ら
の
十

四
句
、
次
に
「
卯
月
よ
り
秋
尽
ま
て
前
句
之
外
自
分
重
丸
」
と
し
て
自
石
の
詠
と
思
わ
れ
る
九
句
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
季
」
に
従
う
な

ら
ば
、
先
の
「
俳
諧
余
興
探
題
」
は
冬
の
句
で
あ
る
か
ら
「
卯
月
よ
り
秋
尽
ま
て
前
句
之
外
自
分
重
丸
」
以
後
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

誤
っ
て
入
れ
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

四　

天
保
十
五
年　

冬
の
部

「
卯
月
よ
り
秋
尽
ま
て
前
句
之
外
自
分
重
丸
」
の
次
に
「
柳
壺
文
音
」（
二
句
）、「
梅
室
先
生
」（
一
句
）、「
南
圃
公
文
音
」（
五
句
）
が

記
さ
れ
る
。「
柳
壺
文
音
」、「
梅
室
先
生
」
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

柳
壺
文
音

遠
や
ま
に
昼
も
か
く
れ
て
枯
柳

ま
つ
の
雪
お
ち
て
は
ゆ
き
に
穴
み
け
り

　
　

梅
室
先
生

枯
は
て
ゝ
猶
日
に
さ
ら
す
尾
花
か
な

「
枯
柳
」「
雪
」
な
ど
か
ら
、
こ
こ
か
ら
冬
の
部
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

む
ら
女
春
よ
り
南
圃
公
へ
文
音
の
句
の
内



一
一
二

　
　

春
の
日
の
調
に
な
ら
ん
か
と
い
は
れ
し
折
其
調

　
　

の
次
第
を
習
は
れ
て
予
に
見
せ
給
ふ

降
こ
し
て
杣
か
麓
の
し
く
れ
か
な　
　
　

春
の
日

し
く
れ
越
す
杣
か
麓
の
夕
け
ふ
り

降
こ
す
や
杣
か
け
ふ
た
つ
夕
時
雨　
　
　

冬
の
日

し
く
れ
越
す
今
こ
そ
杣
か
手
業
か
な　
　

ひ
さ
こ

降
越
や
杣
か
は
け
み
の
横
時
雨　
　
　
　

ひ
さ
こ

降
こ
せ
よ
杣
か
時
雨
の
竹
は
し
ら　
　
　

さ
る
み
の

降
越
や
杣
か
用
意
も
片
時
雨　
　
　
　
　

ひ
さ
こ

し
く
れ
こ
す
杣
か
と
ほ
そ
の
こ
ほ
れ
塩　

さ
る
の
み

降
こ
し
て
杣
か
あ
た
り
の
時
雨
哉　
　
　

あ
ら
の
／
さ
み
の

し
く
れ
こ
す
杣
か
手
元
の
藁
火
哉

前
書
は
、
村
女
が
、
春
か
ら
南
圃
公
へ
文
音
で
句
を
送
っ
て
い
た
と
こ
ろ
「
春
の
日
の
調
に
な
ら
ん
か
」
と
い
わ
れ
た
折
、
そ
の
調
べ

の
次
第
を
習
わ
れ
て
、
私
に
見
せ
給
う
、
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。「
春
の
日
」
は
季
節
等
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
は
な
く
、
次
か
ら
の
句
の

下
に
書
か
れ
た
「
冬
の
日
」「
ひ
さ
こ
」「
さ
る
み
の
」
か
ら
推
測
し
て
、
い
わ
ゆ
る
『
俳
諧
七
部
集
』
の
一
つ
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。『
春
の
日
』
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
『
俳
文
学
大
辞
典　

普
及
版
』「
は
る
の
日
」（
佐
藤
勝
明
氏
執
筆
）
に
「
全
般
に
穏
や

か
な
吟
調
で
詩
的
緊
迫
感
に
は
乏
し
い
」
と
あ
る
よ
う
に
、
穏
健
と
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
う
し
た
「
調

べ
」
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。「
む
ら
」
に
と
っ
て
俳
諧
は
、
た
だ
五
七
五
の
字
数
と
季
語
を
詠
み
こ
む
も
の
で
は
な

く
、「
調
べ
」
を
意
識
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

次
に
「
極
月
々
次
」
と
し
て
九
句
（
孤
用
二
句
、
む
ら
一
句
、
自
四
句
、
玻
二
句
）
が
記
さ
れ
る
。
次
に
「
弘
化
二
年
初
春
か
福
」
と



一
一
三

小
松
市
立
図
書
館
所
蔵
『
天
保
十
五
甲
辰
年
よ
り
自
他
句
集
』
に
つ
い
て
（
綿
抜
）

あ
る
の
で
、
こ
こ
ま
で
が
天
保
十
五
年
の
分
と
な
る
。

お
わ
り
に

『
天
保
十
五
甲
辰
年
よ
り
自
他
句
集
』
は
天
保
十
五
年
以
後
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
ま
で
の
句
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
た
と

え
ば
惟
然
の
「
風
羅
念
仏
」
が
記
さ
れ
、
そ
の
最
後
に

祖
翁
の
道
を
し
た
ふ
の
あ
ま
り
閑
暇
に
／
是
を
写
し
て
自
石
う
し
に
贈
り
侍
り
ぬ

　

丙
午
霜
月　
　

槐
庵　

大
夢

と
あ
る
。
弘
化
三
年
（
丙
午
・
一
八
四
六
）
十
一
月
に
、
直
山
大
夢
か
ら
自
石
に
贈
ら
れ
た
も
の
を
、
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
年
に

よ
っ
て
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
る
が
、
概
ね
、
天
保
十
五
年
と
同
じ
よ
う
な
俳
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
歳
旦
と
い
っ
た
折
々
の
詠
句
、
文
音
を
通
じ
た
句
の
贈
答
、
月
次
会
で
の
詠
句
と
宗
匠
に
よ
る
点
、
摺
り
物
へ
の
詠
句
の

投
稿
・
掲
載
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、『
天
保
十
五
甲
辰
年
よ
り
自
他
句
集
』
の
み
を
と
り
あ
げ
た
が
、
こ
の
時
期
の
資
料
は
大
量
に
現
存
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
丁

寧
に
分
析
し
、
そ
の
結
果
を
結
び
つ
け
て
、
文
化
史
的
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

な
お
『
天
保
十
五
甲
辰
年
よ
り
自
他
句
集
』
に
は

　
　
　
　

小
城
歌
連
よ
り
梅
林
院
并
那
谷
寺
へ
／
奉
額
せ
し
と
て
願
主
大
盛
子
よ
り
／
梅
那
谷
の
紅
葉
の
二
題
を
送
ら
れ
し
に

　
　
　

鶯
の
宿
る
梅
と
て
玉
垣
の
う
ち
に
も
照
ら
す
花
の
と
も
し
火

　
　
　

詣
ふ
て
来
し
神
の
恵
や
心
根
に
わ
す
ら
れ
ぬ
ほ
と
添
る
梅
か
ゝ



一
一
四

　
　
　

春
雨
に
い
の
ら
ぬ
と
て
も
月
と
梅
神
の
恵
か
あ
か
〳
〵
と
咲

　
　
　

咲
梅
の
た
く
ひ
に
め
て
し
菅
神
の
幾
世
久
し
く
匂
ふ
言
の
は

額
上　

筆
の
道
い
の
れ
る
神
に
薄
か
ら
ぬ
墨
の
匂
ひ
も
含
む
梅
か
香

　
　
　
　
（
以
下
、
那
谷
寺
の
紅
葉
の
三
首
）

と
あ
り
、
地
域
資
料
と
な
ろ
う
。
ま
た
俳
諧
の
連
歌
（
連
句
）
に

　

帯
の
あ
ま
り
に
し
る
ゝ
夏
痩　
　
　
　

夢

名
物
の
鯖
を
伯
父
か
ら
贈
ら
る
　ゝ
　
　

松

　

舩
の
た
よ
り
も
よ
き
浦
の
家　
　
　
　

坡

と
詠
ま
れ
た
「
名
物
の
鯖
」
は
、「
能
登
鯖
」
を
詠
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
天
保
期
の
地
域
社
会
で
な
さ
れ
た
連
句
作
品
は
、
地
域
的

な
も
の
が
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
く
、
地
域
資
料
に
な
り
う
る
も
の
が
あ
る
。
具
体
的
に
明
確
に
は
記
さ
れ
ず
、
解
釈
を
要
す
る
こ
と
が
多

い
資
料
の
た
め
二
次
的
な
資
料
と
は
い
え
よ
う
が
、
文
芸
な
ら
で
は
の
情
報
を
含
む
こ
と
も
あ
り
、
地
域
史
の
研
究
に
、
連
句
資
料
の
活

用
が
は
か
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

ま
た
、
江
戸
時
代
は
明
ら
か
に
男
性
俳
人
が
大
半
で
、
そ
れ
は
社
会
体
制
・
環
境
等
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、

「
村
（
む
ら
）」
の
詠
句
は
、
地
域
に
お
け
る
女
性
の
文
化
活
動
と
し
て
、
地
域
文
化
史
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
か
と
考
え
る
。

注

（
1
）　

加
賀
地
方
の
俳
諧
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
八
年
に
催
さ
れ
た
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
秋
季
特
別
展
「
御
用
絵
師
梅
田
九
栄
と
俳
諧
─
芭
蕉
の
教
え

を
守
っ
た
男
」
の
図
録
に
「
主
な
参
考
文
献
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。



一
一
五

小
松
市
立
図
書
館
所
蔵
『
天
保
十
五
甲
辰
年
よ
り
自
他
句
集
』
に
つ
い
て
（
綿
抜
）

（
2
）　

子
用
、
孤
用
に
つ
い
て
は
、『
天
保
十
五
甲
辰
年
よ
り
自
他
句
集
』
の
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
の
は
じ
め
に
以
下
の
ご
と
く
あ
る
。

子
用
君
五
十
と
世
の
春
を
迎
か
ハ
れ
亦
／
孤
用
の
主
も
お
な
し
春
に
／
廿
五
の
賀
な
れ
ハ
そ
の
よ
ろ
こ
ひ
の
み
を
／
両
宗
匠
（
注
・
柳
壺
・
大

夢
）
へ
評
を
受
て
ひ
ろ
む
る
な
ん

梅
柳
色
香
か
さ
ね
て
祝
ひ
け
り　
（
後
略
）

（
3
）　
『
天
保
十
五
甲
辰
年
よ
り
自
他
句
集
』
に
は
、
大
夢
の
松
島
へ
の
旅
に
つ
い
て
も
ふ
れ
る
な
ど
、
大
夢
に
関
し
て
の
資
料
と
な
り
う
る
。

（
4
）　

五
句
の
内
の
一
句
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

八
十
賀　

八
十
度
み
と
り
に
立
て
松
高
し

	

梅
室
は
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
の
生
ま
れ
で
、
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
に
は
八
十
歳
で
は
な
い
。
柳
壺
も
八
十
歳
で
は
な
い
。
加
賀
の
門
弟

の
八
十
賀
に
詠
ま
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
5
）　
「
大
含
」
は
、
天
保
五
年
に
東
本
願
寺
講
師
と
な
っ
た
「
大
含
（
一
八
五
〇
年
没
、
七
十
八
歳
）」
か
。

（
6
）　
「
故
羅
蔔
」
は
「
人
参
」。

【
附
記
】
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
貴
重
な
資
料
を
閲
覧
・
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
小
松
市
立
図
書
館
、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


